
「健康長寿日本一」の
　　　　実現を目指して

健康であることは、全ての人の願いであり、県民の皆さんが喜びや生きがいを持って
充実した日々を過ごすための大切な基盤です。
そして、健康づくりは、県民の皆さん一人ひとりがその大切さを自覚し、主体的に継
続して取り組むことが基本であり、これを社会全体で守り支える環境を整備することが
重要です。
そのため、本県では、平成25年３月に「健康やまがた安心プラン」を策定するとともに、
同年10月に「やまがた歯と口腔の健康づくり推進条例」、 平成28年12月に「山形県誰も
ががんを知り、県民みんなでがんの克服を目指す条例」、平成30年３月に「みんなで取
り組む健康長寿県やまがた推進条例」、同年12月に「山形県受動喫煙防止条例」を制定し、
県民の皆さんとともに「健康長寿日本一」の実現を目指して、健康づくりに取り組んで
まいりました。
日本人の平均寿命は、男女とも80歳を超え、今では「人生100年時代」の到来を見据
えた社会のあり方が議論されています。その中でも、人口の３人に１人が高齢者という
全国有数の高齢県である本県において、地域の活力を維持し、高めていくためには、年
齢に関わらず全ての県民が活躍できる社会の実現を目指していく必要があると考えてお
ります。
本計画では、「健康長寿日本一の実現」の理念のもと、「健康寿命を延ばす」ことを全
体目標に掲げ、県民の皆さん一人ひとりが生涯にわたって、健やかで心豊かに暮らすこ
とのできる地域社会の実現に向けて、関係機関や関係団体はもとより、県民総参加で健
康づくりを推進してまいります。
結びに、本計画の策定にあたり、多大な御尽力をいただきました「次期『健康やまが
た安心プラン』策定委員会」並びに「健康増進部会」、「がん対策部会」、「循環器病対策
部会」、「歯科口腔保健部会」の委員の皆様をはじめ、関係の皆様から御意見・御提案を
お寄せいただいたことに対し、心から感謝申し上げますとともに、今後とも健康づくり
施策の推進に御理解と御協力を賜りますようお願いいたします。

令和６年３月
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